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中 国 料 理 の 利 用 状 況 に っ い て

昭和女大生活　小田きく子

食　　物

本料理以外、世界各国の料理を日常的に食している。最近では料理の素
により、家庭でも簡単にこれらを用いて料理できるようになった。その
日本における発達は古く、料理店も多く、日常的にも家庭で食されてい
様な形態で中国料理を利用しているかアンケートによりその実態を調査

方
法:17 才から28才までの男女大学生及び大学院生800 名を対象にアンケート用紙を配布
し、男女別・家族構成別に中国料理に対する意識及び利用について調査した。
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2 Dp-6　　 女子短大生の母親の食生活意識

小西史子＊　○坂元明子＊＊

（*佐賀大、** 福岡女学院短大）

【目的】流通の発達、食品産業の発展により、古来受け継がれてきた地域やその家独特

の食文化が薄れ、食事内容はもとより個食、中食、孤食等食形態も大きく変化し、それ

に伴い家族関係の希薄化が問題となっている。食卓の風景には、家族の食に対する意識

が影響していると考えられ、特に母親の意識の関与が多きい と考えられる。そこで祖母

と母親の料理関心度と食事内容を含めた食事にに対する意識や考え方との関連を明らか
にして好ましい食卓風景の創出のための資料としたいと考え調査を行った。

【方法1 調査対象者は福岡市の女子短大生の母親303  名で、連続3  日間の夕食食卓写真
と食事内容調査、食生活意識と考え方についてのアンケート調査を行った。調査時期は

1998 年５月と10 月で回収率は97% であった。分析には統計解析ソフトSPSS を用いた。

【結果】調査項目として食教育、共食、食卓構成、食文化伝承、朝食、夕食、食品衛生

などに対する意識や状況、また食事実態として外食実態、間食実態、食品摂取状況等を

取り上げた。母親の年齢別、職業別、生育地別、生活環境別（転居経験、海外旅行経験、

苦手食品の有無）食生活意識には差が見られなかった。しかし祖母と母親間の料理関心

度には正の相関が見られ、祖母の料理関心度は母親の共食や食卓構成に対する意識と、

母親の料理関心度は共食、食卓構成、食文化伝承、夕食に対する意識と相関が見られた。
食事実態では祖母の料理関心度とは相関が見られず、母親の料理関心度と食品摂取状況、

外食状況に相関が見られた。食文化伝承に対する考え方では、行事食を74.4  % の母親が
子供と一緒に料理して伝えたいとしていた。
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